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「あま市議会だより」をさらに身近に感じていただき、親しまれる紙面とな
るよう、市民の皆様から表紙に掲載する写真を募集します。
詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

広報広聴特別委員会に議会および市政に関する市民の皆さま
のご意見・ご提案などをお聴かせください。

詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

※市の事業内容などで回答が必要なお問い合わせは各担当
課へお願いします。

■ケーブルテレビ「クローバーテレビ」生中継
※デジタル111チャンネルにて放映しています。
（当日午後７時から再放送あり　※再放送の日時は変更となる場合が
あります。）

■インターネット議会録画配信のページ
（一般質問、議案質疑および最終日の採決の模様を録画配信しています）
https://ama-city.stream.jfit.co.jp/

スマホ・タブレットでも議会放映を！！

市議会
だよりあま
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令和5年4月23日にあま市議会
議員一般選挙が行われ、新たに22
人の議員が誕生しました。
5月19日には、一般選挙後、初め
ての議会を開き、議長には後藤哲哉
氏、副議長には山本雄一氏を選任
し、そのほか各常任委員会委員の選
任など（詳細は6ページ）を行いま
した。議員の任期は、令和9年4月
30日までです。

議会の新体  制 スタート！
議長就任あいさつ

9番　無会派
後藤　哲哉

10番　志結会
森　耕治

11番　志政会
山内　隆久

12番　志政会
奥田　哲弘

1番　志結会
江波　圭一

2番　志政会
宮崎　環

3番　公明党
近藤　みどり

4番　公明党
足立　詔子

17番　志結会
後藤　幸正

18番　志結会
横井　敏夫

19番　志政会
伊藤　嘉規

20番　志政会
林　正彦

21番　市民改革クラブ
八島　堅志

22番　市民改革クラブ
松下　昭憲

13番　維新の会
毛利　尚義

14番　無会派
美濃島　絢太

15番　新政会
石田　良雄

16番　新政会
前田　豊光

5番　公明党
柏原　功

6番　日本共産党
野中　幸夫

7番　新政会
山本　雄一

8番　新政会
佐藤　貞夫

議席番号順（表紙写真並び順）
※会派名は以下のとおり表記しています。
なお、会派は届出順です。
日本共産党（日本共産党あま市議団）
公明党（公明党あま市議団）
新政会（新政会）、
維新の会（維新の会あま市議団）
市民改革クラブ（市民改革クラブ）
志政会（志政会）、志結会（志結会）

議長　後藤　哲哉
ごとう

ごとう ゆきまさ よこい としお

ごとう てつや もり こうじ

えなみ けいいち みやざき たまき

はやし まさひこ

おくだ あきひろ

あだち しょうこ

やしま けんじ

もうり ひさよし いしだ よしお

かしはら いさお

まつした あきのり

みのしま けんた

のなか ゆきお やまもと ゆういち

まえだ とよみつ

さとう さだお

いとう よしのり

やまうち たかひさ

こんどう

てつや やまもと ゆういち

副議長　山本　雄一
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令和４年度に配備した消防団積載車

6月定例会のあらまし
市長から条例の制定、令和5年度一般会計補正予算など9件が提案され、全て原案のとおり可決し
ました。その他、議員提出の動議1件、意見書1件、決議3件を可決、請願2件を不採択としました。

6月5日から
6月29日
（25日間）

市内の対象区域において、特定工場を立地する際に必要となる緑地や環境施設の割合につい
て、国の基準を緩和し、市内既存企業の事業拡大や市外からの立地を促進し、地域経済の活性化
を図る。

工場立地法地域準則条例を可決

内容　新庁舎が開庁し、新たな議場においては、本市の将来に向けた諸施策の審議に臨むにあた
り、我が国の国旗に敬意を払い、かつ市民の代表としての意識を高め、より真摯にその責務を果
たしていくとともに、本市の最高意思決定機関として礼節を重んじ、品位を高めていくために、
議場に国旗および市旗を掲揚する。

議場における国旗及び市旗の掲揚に関する決議、可決

内容　特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置に向けて、措置を講ずることを求める意見
書を可決し、国の関係機関に提出しました。

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書、可決

〇懲罰事案と経緯
6月定例会一般質問において、美濃島絢太議員が他の議
員を侮辱し、貶める発言をしたとの理由より議員4名から
美濃島絢太議員に対する懲罰の動議が提出されました。
6月29日の本会議において、提出した議員からの説明、美濃島絢太議員による弁明の後、懲罰
特別委員会（※）に付託し、審査しました。

〇委員会での審査
懲罰特別委員会での審査の結果、懲罰を科すべきかどうか採決が行われ、賛成多数により懲罰
を科すことと決しました。懲罰の種類（戒告、陳謝、出席停止、除名）については、採決の結果、賛成
多数により戒告と決し、戒告文の案を作成しました。

〇本会議での審議結果
懲罰特別委員会終了後、本会議において、懲罰特別委員会の委員長報告、少数意見の報告が行
われ、採決の結果、賛成多数により美濃島絢太議員に戒告の懲罰を科すことが可決されました。
その後、議長が戒告文を朗読し、美濃島絢太議員に対して戒告の懲罰を科しました。

美濃島絢太議員に対する懲罰の経緯と結果

消防団が使用する小型動力ポンプ付き積載車の
うち、購入から20年を超える2台を更新する。

財産の取得について、可決 新規・拡充や主な事業

内容　通話録音装置や着信拒否装置、これらの
機能が内蔵された電話機などの購入および設置
に要する経費の一部を補助する。

特殊詐欺対策機器購入費補助金
60万円新規

内容　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の
影響を受ける低所得世帯を支援するため、住民税
非課税世帯に対し、住民税非課税世帯支援給付金
を支給し、経済的な負担の軽減を図る。

住民税非課税世帯支援給付金
給付事業費

2億4034万8千円
新規

内容　水痘・帯状疱疹ウイルスにより引き
起こされる帯状疱疹の発症および重症化
を予防するため、帯状疱疹ワクチン接種費
用の一部（上限5千円）を助成する。

予防接種事業費
410万円拡充

内容　エネルギー・食料品価格などの物価
高騰による小中学生の保護者の負担軽減
を図るため、国の交付金を活用し、学校給
食費（5カ月分）を無償化する。

給食材料費
1億9496万円拡充

特殊詐欺対策機器購入費補助金 予防接種事業費
問　対象購入期間と助成の申請方法は。
市長公室長　令和５年度は、令和６年１月31日まで
に購入・申請したものを対象とし、申請書に購入し
た際に交付される領収書、カタログなどの写しを添
付し、申請する。

問　ワクチンの種類、接種回数、費用は。
子ども健康部長　帯状疱疹ワクチンは、不活
化ワクチンと生ワクチンの2種類がある。不活
化ワクチンは、1回あたり約2万2千円の費用
がかかり、2回接種する。生ワクチンは、1回あ
たり約8千円の費用がかかり、1回接種するの
みである。
給食材料費
問　今後、市の単独財源による給食費無償化
の考えは。
教育部長　現在のところ予定はしていない。

※委員長　　横井敏夫
副委員長　　林正彦
委　　員　　議長を除く全ての議員

一般会計に、3億480万7千円を追加し、総額を333億3745万9千円としました。

一般会計補正予算
(第3号)

可決
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令和5年6月9日、美和こども園
の園児の皆さんが議場見学に訪
れました。
議員席に座る園児たちは、元気
よく挙手するなどとても楽しそ
うでした。

ようこそ議場へ（美和こども園）

※総務文教委員会、厚生委員会、建設産業委員会、
議会運営委員会および広報広聴特別委員会につ
いては5月19日に、議会機能向上特別委員会およ
びあま市議会ハラスメント根絶特別委員会につ
いては6月29日に委員が決まりました。

本会議は一般に公開されており、傍聴すること
ができます。傍聴することにより、市政への知識を
深め、市議会の活動や市政の方針などを知ること
ができます。
傍聴を希望される場合は、当日、4階の受付へお
越しください。傍聴券をお渡しします。

音声が聞き取りづらい方にも本会議を傍聴して
いただけるように、磁気ループシステムを設置し
ました。
Ｔマーク付きの補聴器をお持ちの方は、補聴器
をＴマークに切り替えるだけで音声を聞くことが
できます。補聴器をお持ちでない方は、難聴者用の
受信機がありますので、受付にお申し出ください。

一般会計補正予算（第2号）を可決
しました。
一般会計に1億3429万7千円を追

加し、総額を330億3265万2千円と
しました。

【総務文教委員会】
◎山内隆久
〇八島堅志
足立詔子
山本雄一
毛利尚義
横井敏夫
伊藤嘉規

【厚生委員会】
◎柏原　功
〇森　耕治
宮崎　環
野中幸夫
美濃島絢太
石田良雄
林　正彦

【建設産業委員会】
◎佐藤貞夫
〇奥田哲弘
江波圭一
近藤みどり
前田豊光
後藤幸正
松下昭憲

【議会運営委員会】
◎伊藤嘉規
〇横井敏夫
柏原　功
野中幸夫
佐藤貞夫
山内隆久
毛利尚義
八島堅志

【広報広聴特別委員会】
◎山内隆久
〇佐藤貞夫
柏原　功
野中幸夫
毛利尚義
横井敏夫
伊藤嘉規
八島堅志

【議会機能向上特別委員会】
◎前田豊光
〇林　正彦
宮崎　環　　　
近藤みどり
柏原　功　　　
山本雄一
山内隆久　　　
毛利尚義
美濃島絢太　　
後藤幸正
横井敏夫　　　
八島堅志

【あま市議会ハラスメント
　　　　根絶特別委員会】
◎横井敏夫
〇奥田哲弘　
足立詔子
佐藤貞夫
森　耕治
毛利尚義
伊藤嘉規
八島堅志

第1回臨時会のあらまし 5月19日に開催しました。

各常任委員会などの構成決まる ◎委員長　〇副委員長
（委員および議員は議席番号順）

【監査委員（議会選出）】
足立詔子

【海部東部消防組合議会議員】
宮崎　環　　柏原　功　　後藤哲哉
奥田哲弘　　毛利尚義　　前田豊光　　
松下昭憲

【海部地区環境事務組合議会議員】
近藤みどり
山内隆久

【海部地区水防事務組合議会議員】
山本雄一　　佐藤貞夫

【五条広域事務組合議会議員】
江波圭一　　後藤哲哉　　伊藤嘉規
林　正彦　　八島堅志

【海部地区急病診療所組合議会議員】
森　耕治
美濃島絢太

内容　国の物価高騰対策に基づき、食費などの物価高
騰に直面し、影響を特に受ける低所得の子育て世帯に
対して、特別給付金を支給する。

低所得の子育て世帯生活支援
特別給付金給付事業費（物価高騰対策）

1億3429万7千円新規

一部事務組合議会の議員が次のとおり選任されました。

議会傍聴のすすめ

また、お子様連れでもお気遣いなく傍聴
できる「思いやりルーム」を新たに設け
ました。
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各議員の顔写真の下に二次元コードを掲載しています。この二次元コードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、その議員の一般質問動画をすぐに視聴することができます。

うを市政

一般質問

※会派名は以下のとおり表記しています。
日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党（公明党あま市議団）、新政会（新政会）
維新の会（維新の会あま市議団）、市民改革クラブ（市民改革クラブ）、無会派（無会派）
※12ページに記載する「財政課長」、「健康推進課長」については、正式な役職名はそれぞれ「総務部次長兼財政課長」、
「子ども健康部次長兼健康推進課長」となります。

8

柏原　功 議員
❶  ＡＥＤの屋外設置で利用拡大を
❷  災害時に備えて被災者支援のシステム
　  構築について 

公明党
11ページ

石田　良雄 議員
❶  学校給食について
❷  旧庁舎（跡地）について

新政会
12ページ

美濃島　絢太 議員
❶  健康問題について

無会派
12ページ

野中　幸夫 議員
❶  方領企業誘致について
❷  自衛隊への市民の名簿提供について
❸  新居屋憩の家について

日本共産党
11ページ

維新の会
毛利　尚義 議員
❶  小・中学校での情報モラル教育について

9ページ

公明党
近藤　みどり 議員
❶  タクシー料金補助制度の導入について

10ページ

前田　豊光 議員
❶  環境美化について

新政会
9ページ

八島　堅志 議員
❶  公共交通の充実について

市民改革クラブ
10ページ

維新の会

小
・
中
学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て

毛利　尚義 議員
一問一答方式

問　

子
ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

す
る
機
会
が
多
く
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
全
国
的
に
起
こ
っ
て
い
る
。市
内
小
中
学
校

で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
現
状
は
。

教
育
部
長　

小
学
校
で
は
、道
徳
授
業
や
学

級
活
動
に
お
い
て
実
施
。中
学
校
で
は
、技
術

の
授
業
で
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
実
施
。

ま
た
、小
中
学
校
と
も
に
年
に
１
回
外
部
講
師

を
招
い
て
講
習
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
ネ
ッ
ト
上
で
の
問
題
行
動
に
つ
い
て
、市

の
現
状
は
。

教
育
部
長　

令
和
４
年
度
に
ネ
ッ
ト
上
で
の

い
じ
め
が
４
件
あ
っ
た
が
、全
て
解
決
済
み
。

そ
れ
以
外
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

問　
ネ
ッ
ト
上
で
の
い
じ
め
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、今
後
の
対
策
は
。

教
育
部
長　
当
事
者
へ
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、

外
部
講
師
に
よ
る
情
報
モ
ラ
ル
教
室
、学
年

通
信
な
ど
を
利
用
し
た
情
報
モ
ラ
ル
の
周
知

を
行
う
。

問　

学
年
通
信
な
ど
、書
面
に
よ
る
取
り
組

み
は
全
校
で
行
っ
て
ほ
し
い
。ま
た
、家
庭
と

の
連
携
が
重
要
だ
が
、保
護
者
へ
の
講
習
な
ど

の
状
況
は
。

教
育
部
長　
一部
の
学
校
で
は
情
報
モ
ラ
ル
授

業
の
参
観
や
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
な
ど
で
講
習
を

実
施
。情
報
モ
ラ
ル
関
係
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
い
る
学
校
も
あ
る
。

問　
全
校
で
の
実
施
予
定
は
。

教
育
部
長　

講
習
を
全
校
で
実
施
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
に
よ
り
保

護
者
に
周
知
し
て
い
る
事
例
を
校
長
会
議
で

情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
内
に
ご
み
が
山
積
み
に
し
て
あ
る
所

が
あ
る
が
、確
認
し
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

資
源
と
ご
み
が
混
ざ
り

合
っ
て
い
る
も
の
が
山
積
み
に
し
て
あ
る
場
所

に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
る
。

問　

丹
波
区
内
に
ご
み
が
山
積
み
に
し
て
あ

り
、半
年
前
に
市
と
県
に
連
絡
し
、行
政
指
導

し
て
も
ら
っ
た
が
、何
の
変
化
も
な
い
。そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長　
ほ
と
ん
ど
が
産
業
廃
棄
物

と
み
ら
れ
、所
管
の
県
海
部
県
民
事
務
所
環

境
保
全
課
と
情
報
を
共
有
。県
は
関
係
法
令

な
ど
に
基
づ
き
事
実
確
認
し
、行
為
者
な
ど
に

対
し
今
後
の
取
り
組
み
に
関
す
る
計
画
書
の

提
出
な
ど
の
行
政
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

問　
提
出
ま
で
に
必
要
な
期
間
は
。ま
た
、そ

の
間
見
守
る
だ
け
で
近
隣
住
民
が
我
慢
す
る

だ
け
な
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

期
間
に
つ
い
て
は
地
主
な

ど
行
為
者
以
外
の
事
情
も
あ
り
、早
く
て
も

数
カ
月
間
、遅
い
時
は
数
年
か
か
っ
て
も
解
決

し
な
い
時
も
あ
る
。

問　

最
近
は
そ
の
敷
地
内
で
ご
み
を
焼
却
し

た
り
、建
物
ま
で
建
っ
て
い
る
。市
や
県
は
何

も
し
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
県
の
環
境
保
全
課
が
産
業

廃
棄
物
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
是
正
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

問　

残
土
の
山
積
み
に
よ
り
危
険
な
箇
所
が

あ
る
が
、確
認
し
指
導
し
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

確
認
し
て
い
る
。混
合
廃

棄
物
は
、そ
の
性
状
に
よ
り
対
応
方
針
が
変
わ

る
の
で
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

一般質問において問題提起された市内の場所
（写真加工）

【写真提供：甚目寺小学校】情報モラル教室
（写真一部加工）

環
境
美
化
に
つ
い
て

前田　豊光 議員
新政会

一問一答方式
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公明党
近藤　みどり 議員
一問一答方式

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
で
利
用
拡
大
を

タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

巡回バス（あま市役所）

【
注
】
デ
マ
ン
ド
型
交
通
…
小
回
り
の
利
く

車
両
で
運
行
さ
れ
、
バ
ス
停
を
細
か
く
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
予
約
型
の
交
通
手
段
。

タ
ク
シ
ー
と
バ
ス
の
中
間
の
よ
う
な
使
い
方

が
で
き
る
。

問　

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
伺
う
。①
重
要
性
の
認
識
、②
移
動
ニ
ー
ズ

の
把
握
と
取
り
組
み
、③
問
題
点
や
課
題
。

市
長
公
室
長　
①
高
齢
者
、障
が
い
者
、妊
産

婦
、運
転
免
許
証
返
納
者
に
は
、移
動
に
不
便

や
困
難
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
と
認
識
し

て
お
り
、移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
た
め
、巡
回
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。

②
市
民
や
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

な
ど
に
よ
り
把
握
し
、巡
回
バ
ス
は
令
和
5
年

5
月
の
ル
ー
ト
改
定
で
曜
日
変
更
と
1
日
5

便
へ
の
増
便
な
ど
、利
便
性
の
向
上
を
図
っ

た
。③
で
き
る
限
り
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
、

ル
ー
ト
を
設
定
し
て
い
る
が
、全
て
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

問　

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
事
業
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。本
市
も
独
自
の
タ
ク

シ
ー
料
金
補
助
制
度
を
検
討
し
て
は
。

福
祉
部
長　

名
鉄
津
島
線
、名
鉄
バ
ス
お
よ

び
市
民
病
院
無
料
送
迎
バ
ス
な
ど
に
よ
る
公

共
交
通
機
関
な
ど
が
運
行
し
て
お
り
、巡
回
バ

ス
に
よ
り
市
内
を
お
お
む
ね
網
羅
し
て
い
る
。

移
動
困
難
者
の
実
態
の
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、

今
後
は
実
態
の
把
握
に
努
め
、よ
り
良
い
地
域

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
協
調
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　
交
通
弱
者
へ
の
対
応
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

既
存
の
公
共
交
通
、巡
回
バ
ス
に
よ

り
、可
能
な
限
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、市
に
と
っ

て
最
適
な
、持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
を

引
き
続
き
検
討
し
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
研

究
し
、今
後
も
改
善
に
努
め
て
い
く
。

問　
利
用
者
1
人
当
た
り
の
経
費
は
幾
ら

か
。

市
長
公
室
長　
平
成
30
年
度
が
3
8
0
8
円
、

令
和
元
年
度
が
3
7
0
9
円
、令
和
4
年
度
が

4
1
8
8
円
。

問　
現
行
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
か
ら
10
人
乗
り

の
車
両
に
変
更
し
、浮
い
た
分
の
経
費
で
ル
ー

ト
増
、本
数
増
な
ど
の
改
善
を
し
て
は
。

市
長
公
室
長　
10
人
以
上
の
利
用
が
こ
れ
ま

で
43
回
あ
っ
た
。ま
た
、車
両
の
契
約
が
令
和

7
年
度
末
ま
で
の
た
め
、そ
こ
ま
で
使
用
す

る
。

問　
バ
ス
停
が
遠
い
と
の
意
見
に
対
し
て
、考

え
は
。

市
長
公
室
長　
一部
地
域
で
認
識
し
て
い
る
。

市
内
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
現
在
の

ル
ー
ト
を
設
定
し
、運
行
し
て
い
る
。

問　
今
後
、他
の
公
共
交
通
機
関
の
検
討
は
。

市
長
公
室
長　
巡
回
バ
ス
の
利
用
状
況
を
把

握
し
た
後
、地
域
公
共
交
通
会
議
の
場
に
議

題
を
上
げ
、協
議
し
て
も
ら
い
な
が
ら
考
え

る
。

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通【
注
】は
巡
回
バ
ス
と

同
じ
予
算
規
模
で
運
行
可
能
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、検
証
は
。

市
長
公
室
長　
詳
し
く
検
証
し
て
い
な
い
。

問　
巡
回
バ
ス
と
並
行
し
て
、デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
試
行
運
行
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
公
室
長　
試
行
運
行
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
を
進
め
る
。

問　
初
期
費
用
の
2
分
の
1
が
国
か
ら
補
助

さ
れ
る
交
付
金
も
あ
る
。試
行
運
行
し
て
は
。

市
長
公
室
長　

交
付
金
も
含
め
、最
適
な
公

共
交
通
の
在
り
方
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

公明党
柏原　功 議員
一問一答方式

市役所に設置されるＡＥＤ（自動体外式除細動器）

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は
。

市
長
公
室
長　
市
内
の
公
共
施
設
の
設
置
状

況
は
、71
施
設
で
設
置
台
数
は
74
台
。

問　

市
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
屋
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
、閉
館
時
や
休
館
時
に
使
用

で
き
な
い
。屋
外
に
設
置
し
た
場
合
は
、24
時

間
使
用
で
き
る
。制
約
が
あ
る
と
は
思
う
が
、

屋
外
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
公
室
長　
市
内
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、大
半
が
長
期
継
続
契
約
で
賃
借

し
て
い
る
。今
後
、契
約
更
新
時
に
、屋
外
設
置

で
の
契
約
の
可
否
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、屋
外
設
置
に
当
た
っ
て
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
本

体
を
風
雨
な
ど
か
ら
守
る
た
め
の
頑
丈
な

ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
設
置
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
精
密
機
械

で
あ
る
た
め
、暑
さ
、湿
気
に
対
応
で
き
る
設

置
場
所
の
選
定
や
防
犯
面
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　

県
内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

屋
外
設
置
の
状
況
は
。

危
機
管
理
課
長　
名
古
屋
市
を
は
じ
め
15
市

町
で
設
置
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

問　
コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
こ
と

は
。　

市
長
公
室
長　
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

は
、24
時
間
使
用
で
き
る
こ
と
や
設
備
環
境
が

整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
設
置
場
所
と
し
て
最
適

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。先
進
自
治
体
な
ど
の

事
例
を
参
考
に
、設
置
に
向
け
て
費
用
面
を
含

め
た
協
定
締
結
の
方
法
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
し
て
い
く
。

問　

方
領
企
業
誘
致
地
域
に
フ
ッ
素
お
よ
び

そ
の
化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
。何
種
類
か
。

建
設
産
業
部
長　
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

問　
県
と
協
働
す
る
企
業
誘
致
。有
機
フ
ッ
素

化
合
物
の
調
査
が
で
き
る
と
思
う
が
。

建
設
産
業
部
長　

土
壌
汚
染
対
策
法
で
は
、

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
測
定
は
感
知
で
き
な

い
。フ
ッ
素
お
よ
び
そ
の
化
合
物
は
、自
然
由

来
で
存
在
し
て
い
る
。

問　
汚
染
土
壌
の
処
理
費
は
幾
ら
か
。

建
設
産
業
部
長　
1
億
1
9
2
8
万
4
千
円
。

問　

掘
り
出
し
た
土
壌
の
管
理
は
ど
こ
が
行

う
の
か
。

建
設
産
業
部
長　

許
可
を
取
っ
た
処
理
企
業

へ
搬
入
し
、処
分
す
る
。

問　
処
理
技
術
は
確
立
し
て
い
る
の
か
。無
害

化
で
き
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長　

管
理
表
に
基
づ
い
て
処
理

を
す
る
。無
害
化
し
、再
資
源
化
す
る
。

問　
県
の
土
壌
調
査
業
務
委
託
が
令
和
4
年

10
月
15
日
か
ら
令
和
5
年
2
月
28
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。令
和
4
年
12
月
22
日
に
土
壌
汚

染
さ
れ
た
土
地
を
購
入
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

企
業
誘
致
対
策
課
長　
旧
地
権
者
に
責
任
を

求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
判
断
。

自
衛
隊
へ
の
市
民
の
名
簿
提
供
に
つ
い
て

問　
令
和
4
年
度
に
自
衛
官
募
集
の
た
め
の

名
簿
を
自
衛
隊
に
提
供
し
た
の
か
。

市
長
公
室
長　

紙
媒
体
に
よ
り
、8
9
7
人

分
の
氏
名・住
所
を
提
供
し
た
。

問　

自
衛
隊
法
施
行
令
1
2
0
条
は
、自
衛

官
な
ど
の
募
集
に
関
し
、市
長
に
対
し
て
資
料

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い

る
だ
け
だ
が
。

市
長
公
室
長　
資
料
の
提
出
依
頼
に
応
じ
た
。

問　
住
民
基
本
台
帳
法
は
、市
民
の
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
の
提
供
を
認
め
て
い
る
の
か
。

副
市
長　
提
供
で
き
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

問　

提
供
し
よ
う
と
す
る
年
齢
の
方
に
は
除

外
す
る
権
利
を
保
障
す
べ
き
だ
が
。

市
長
公
室
長　
検
討
す
る
。

八島　堅志 議員
市民改革クラブ

一問一答方式
野中　幸夫　議員
日本共産党

一問一答方式

方
領
企
業
誘
致
に
つ
い
て
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近年開発された小型の機器、
フォトスクリーナーなどを使
う屈折検査を実施する3歳児

健診が自治体で始まり、弱視の検出率が向
上している。本市でもフォトスクリーナー
を導入するべきと思うが、お考えを伺う。

令和4年12月議会でフォトスク
リーナー購入のための補正予算の
議決を得て、令和5年2月15日に機
器を購入し、令和5年度の3歳児健
診から機器を使用した屈折検査を
実施している。

こうなった！

質 問 65歳以上の加齢性の難聴者
への補聴器購入の助成をする
考えはあるのか。

令和5年度から65歳以上の軽
度・中等度難聴高齢者を対象とし
た高齢者補聴器購入費助成事業を
開始した。

質 問

こうなった！

証明書のコンビニ交付の導入
の予定は。

全国の指定コンビニエンススト
アなどで、住民票の写し、印鑑登
録証明書、戸籍全部(一部)事項証明
書、戸籍の附票の写し、所得・課
税証明書の5種類の証明書の交付を
受けることができるサービスを令
和6年3月より導入予定。

質 問

こうなった！

令和元年9月議会でも質問し
ていた、保育園などで園児の
使用済みおむつの持ち帰り問
題について現在の考えは。

保護者が使用済み紙おむつを持ち
帰ることの負担解消、園児別に使用
済み紙おむつを分別する保育士の負
担解消を目的に、令和4年12月より
保育園などにおいて使用済み紙おむ
つの回収・処分を行っている。
なお、私立認定こども園などにつ
いては、実績に応じて補助金を交付
している。

質 問

こうなった！

1年前に行われた一般質問の結果を報告します。

その後どうなった？

追跡 一 般 質 問
新政会
石田　良雄 議員
一問一答方式

学
校
給
食
に
つ
い
て

健
康
問
題
に
つ
い
て

５月に提供されたオーガニック食材の給食

【七宝北部保育園】
使用済みの紙おむ
つを収納するコン
テナボックス

【あま市ウェブサイト】
新型コロナウイルスワクチン等相談専用ダイヤル

問　

5
月
に
給
食
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
が

使
用
さ
れ
た
が
、児
童・生
徒
の
反
応
は
。

教
育
部
長　

お
い
し
い
、ま
た
食
べ
て
み
た

い
、味
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
、有
機
野

菜
は
栽
培
が
大
変
な
こ
と
が
分
か
っ
た
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
。

問　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
が
使
用
さ
れ
た
と

き
、食
育
は
行
っ
た
か
。

教
育
部
長　

有
機
野
菜
や
有
機
農
業
に
つ
い

て
の
内
容
を
資
料
と
し
て
作
成
し
、給
食
時
間

に
校
内
放
送
し
た
。

問　
有
機
農
業
推
進
総
合
対
策
緊
急
事
業
が

あ
る
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

建
設
産
業
部
長　
国
、県
、農
協
な
ど
関
係
機

関
、団
体
、事
業
者
な
ど
と
協
力
し
、持
続
可

能
な
消
費
の
拡
大
や
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
。

問　
政
府
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
有
機
農
業

の
取
り
組
み
面
積
を
1
0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
す
る
目
標
だ
が
、本
市
は
。

建
設
産
業
部
長　

技
術
支
援
や
情
報
収
集
・

提
供
な
ど
の
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
。

旧
庁
舎（
跡
地
）に
つ
い
て

問　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
公
共
の
福
祉
と
は
。

財
政
課
長　
市
民
が
安
全
で
健
康
に
暮
ら
せ

る
状
態
の
こ
と
。

問　

旧
庁
舎
の
解
体
は
入
札
を
す
る
段
階
で

地
元
業
者
の
育
成
を
考
え
た
入
札
だ
っ
た
か
。

総
務
部
長　
地
元
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保

に
努
め
た
入
札
と
し
た
。今
後
も
地
元
業
者
に

参
加
し
や
す
い
よ
う
調
査
研
究
す
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
30
万
人
超
え
の
超
過
死
亡

が
出
て
い
る
中
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
や

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反
応
報
告
数
が

急
増
し
て
い
る
。市
で
の
予
防
接
種
健
康
被
害

救
済
制
度
の
申
請
者
数
と
そ
の
症
状
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
申
請
者
数
は
、令
和
5
年

5
月
現
在
で
11
件
。

健
康
推
進
課
長　

初
診
時
、死
亡
が
確
認
さ

れ
た
の
が
2
件
、生
命
の
危
険
の
可
能
性
が
あ

る
重
症
が
2
件
、生
命
の
危
険
性
は
な
い
も
の

の
入
院
を
要
す
る
中
等
症
が
1
件
、入
院
を
要

し
な
い
軽
症
が
6
件
あ
っ
た
。

問　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
と
疑
わ
れ
る

場
合
、相
談
で
き
る
窓
口
は
あ
る
か
。

子
ど
も
健
康
部
長　
市
は
24
時
間
対
応
の
コ

ロ
ナ
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
る
。ま

た
、県
お
よ
び
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
電
話

に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
対
し
て
健

康
状
態
調
査
は
行
わ
れ
た
か
。

子
ど
も
健
康
部
長　
実
施
し
て
い
な
い
。

問　
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
子
宮
頸
が
ん
）ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と

リ
ス
ク
を
市
で
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
周
知

を
行
っ
て
い
る
か
。

子
ど
も
健
康
部
長　

個
別
通
知
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
お
り
、

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
し
て
は
、子
宮
頸
が
ん
の
発

症
や
死
亡
の
減
少
が
期
待
で
き
る
こ
と
、リ
ス

ク
と
し
て
は
、注
射
部
位
の
疼
痛
な
ど
局
所
反

応
や
軽
度
の
発
熱
、倦
怠
感
な
ど
の
副
反
応
、

重
い
副
反
応
と
し
て
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
つ

い
て
記
載
し
て
い
る
。

美濃島　絢太 議員
無会派

一問一答方式
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第１回臨時会・６月定例会   議案等審議結果

提出された議案と審議結果

※ 下記以外の案件は、全員賛成で可決【賛否の分かれた議案】

【第１回臨時会】
議案番号 件　　名 結果

◎

○

議案番号

会　派 日本
共産党

市民改革
クラブ公明党 新政会 維新

の会 志政会 志結会 無 無

★懲罰第1号は動議のため議案番号はつきませんが、他の議案などと区別するため、上記のように表記しております。

★懲罰第1号は動議のため議案番号はつきませんが、他の議案などと区別するため、上記のように表記しております。賛否の結果を表示する議場モニター
議場モニターにより傍聴に来られた方や映像をご覧に
なる方にも、採決結果を分かりやすく伝えることが可能
となりました。

【結果の表示記号】
◎全員賛成　○賛成多数　△賛成少数

議　案
第39号
同　意
第18号

令和５年度あま市一般会計補正予算（第２号）

あま市監査委員の選任について（足立詔子氏）

【６月定例会】

【第１回臨時会】

【６月定例会】
議案番号 件　　名 結果

○議　案
第40号 あま市工場立地法地域準則条例について

○議　案
第41号 あま市税条例の一部を改正する条例について

○議　案
第42号 あま市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

◎

◎

議　案
第43号 あま市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議　案
第44号

あま市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について

○議　案
第45号 令和５年度あま市一般会計補正予算（第３号）

◎議　案
第46号 財産の取得について

◎同　意
第19号 あま市固定資産評価員の選任について（水谷一洋氏）

◎諮　問
第1号 人権擁護委員候補者の推薦について（犬飼喜美江氏）

○発　議
第4号 特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書の提出について

△請　願
第1号 インボイス制度の実施中止を求める意見書を政府に送付することを求める請願書

△請　願
第２号

「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書」の採択を
求める請願書

○★懲罰
第1号 美濃島絢太議員に対する懲罰の件

○発　議
第5号 議会機能向上特別委員会設置に関する決議について

○発　議
第6号 あま市議会ハラスメント根絶特別委員会設置に関する決議について

○発　議
第7号 議場における国旗及び市旗の掲揚に関する決議について

同意第18号 × 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

〇 × × × × × × × × × 〇 × × × × × × × × × 〇 －

〇 × × × × × 〇 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × × 〇 －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除 －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第45号

発議第４号

請願第１号

請願第2号

★懲罰第1号

発議第5号

発議第6号

発議第7号

後
藤
哲
哉

美
濃
島
絢
太

横
井
敏
夫

後
藤
幸
正

森　

耕
治

江
波
圭
一

林　

正
彦

伊
藤
嘉
規

奥
田
哲
弘

山
内
隆
久

宮
崎　

環

松
下
昭
憲

八
島
堅
志

毛
利
尚
義

前
田
豊
光

石
田
良
雄

佐
藤
貞
夫

山
本
雄
一

柏
原　

功

足
立
詔
子

近
藤
み
ど
り

野
中
幸
夫

議案番号

会　派 日本
共産党

市民改革
クラブ公明党 新政会 維新

の会 志政会 志結会 無 無

後
藤
哲
哉

美
濃
島
絢
太

横
井
敏
夫

後
藤
幸
正

森　

耕
治

江
波
圭
一

林　

正
彦

伊
藤
嘉
規

奥
田
哲
弘

山
内
隆
久

宮
崎　

環

松
下
昭
憲

八
島
堅
志

毛
利
尚
義

前
田
豊
光

石
田
良
雄

佐
藤
貞
夫

山
本
雄
一

柏
原　

功

足
立
詔
子

近
藤
み
ど
り

野
中
幸
夫

※表示について　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に加わりません。　欠：欠席
除：除斥（議案などと一定の利害関係がある議員は、その審議に参加できません。）
※網掛けは、討論を行った議員です。
※会派は届出順。会派名は以下のとおり表記しています。
日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党（公明党あま市議団）、新政会（新政会）、維新の会（維新の会あま市議団）
市民改革クラブ（市民改革クラブ）、志政会（志政会）、志結会（志結会）、無（無会派）
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